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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年3月10日(2011.3.10)

【公開番号】特開2010-272510(P2010-272510A)
【公開日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-048
【出願番号】特願2010-24838(P2010-24838)
【国際特許分類】
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   Ｈ０１Ｍ   4/62    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０８　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月25日(2011.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
集電体と、上記集電体の表面の少なくとも一部に形成される電極活物質層とを備える非水
電解液二次電池用電極板であって、
上記電極活物質層が、電極活物質粒子、結着物質、および導電材とは区別される炭素成分
を含有しており、
上記結着物質が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さない結晶性の金属酸化物である
ことを特徴とする非水電解液二次電池用電極板。
【請求項２】
上記電極活物質層中に、導電材が含有されていることを特徴とする請求項１に記載の非水
電解液二次電池用電極板。
【請求項３】
上記金属酸化物が、Ｎａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、
Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、Ｍｏ、Ｔｃ、Ｒｕ
、Ｒｈ、Ｐｄ、Ａｇ、Ｃｄ、Ｉｎ、およびＳｎからなる群より選択されるいずれか１種の
金属元素を含む金属酸化物、または上記群より選択される２種以上の金属元素を含む複合
金属酸化物であることを特徴とする請求項１または２に記載の非水電解液二次電池用電極
板。
【請求項４】
上記電極活物質粒子の粒子径が１１μｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の非水電解液二次電池用電極板。
【請求項５】
正極板と、負極板と、上記正極板と上記負極板との間に設けられるセパレータと、非水溶
媒を含む電解液とを少なくとも備えた非水電解液二次電池であって、
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上記正極板および／または負極板が、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の非水電解液
二次電池用電極板であることを特徴とする非水電解液二次電池。
【請求項６】
電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための金属元素含有化合物と、
上記金属元素含有化合物の溶媒と、導電材とは区別される炭素成分を付与可能である有機
物とが少なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体上の少なくとも一部に塗布
して塗膜を形成する塗布工程と、
上記塗布工程後に実施される加熱工程であって、上記塗膜を加熱して溶媒を蒸発させると
ともに、上記金属元素含有化合物を熱分解して金属酸化物を生成することによって、上記
集電体上に金属酸化物と上記電極活物質粒子とを含有する電極活物質層を形成する加熱工
程とを含み、
上記加熱工程において生成される金属酸化物が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さ
ない金属酸化物となるよう、上記塗布工程に用いられる上記金属元素含有化合物を予め選
択し、且つ、
上記加熱工程における加熱温度を、上記金属元素含有化合物の熱分解開始温度以上であっ
て、上記加熱工程において生成される金属酸化物の結晶化温度以上であり、且つ上記有機
物由来の炭素が電極活物質層中に導電材とは区別される炭素成分として残存可能とする温
度とすることを特徴とする非水電解液二次電池用電極板の製造方法。
【請求項７】
電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための有機金属化合物と、上記
有機金属化合物の溶媒とが少なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体上の少
なくとも一部に塗布して塗膜を形成する塗布工程と、
上記塗布工程後に実施される加熱工程であって、上記塗膜を加熱して溶媒を蒸発させると
ともに、上記有機金属化合物を熱分解して金属酸化物を生成することによって、上記集電
体上に金属酸化物と上記電極活物質粒子とを含有する電極活物質層を形成する加熱工程と
を含み、
上記加熱工程において生成される金属酸化物が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さ
ない金属酸化物となるよう、上記塗布工程に用いられる上記有機金属化合物を予め選択し
、且つ、
上記加熱工程における加熱温度を、上記有機金属化合物の熱分解開始温度以上であって、
上記加熱工程において生成される金属酸化物の結晶化温度以上であり、且つ上記有機金属
化合物由来の炭素が電極活物質層中に導電材とは区別される炭素成分として残存可能とす
る温度とすることを特徴とする非水電解液二次電池用電極板の製造方法。
【請求項８】
電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための有機金属化合物と、上記
有機金属化合物の溶媒と、導電材とは区別される炭素成分を付与可能である有機物とが少
なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体上の少なくとも一部に塗布して塗膜
を形成する塗布工程と、
上記塗布工程後に実施される加熱工程であって、上記塗膜を加熱して溶媒を蒸発させると
ともに、上記有機金属化合物を熱分解して金属酸化物を生成することによって、上記集電
体上に金属酸化物と上記電極活物質粒子とを含有する電極活物質層を形成する加熱工程と
を含み、
上記加熱工程において生成される金属酸化物が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さ
ない金属酸化物となるよう、上記塗布工程に用いられる上記有機金属化合物を予め選択し
、且つ、
上記加熱工程における加熱温度を、上記有機金属化合物の熱分解開始温度以上であって、
上記加熱工程において生成される金属酸化物の結晶化温度以上であり、且つ少なくとも上
記有機金属化合物または上記有機物由来の炭素が電極活物質層中に導電材とは区別される
炭素成分として残存可能とする温度とすることを特徴とする非水電解液二次電池用電極板
の製造方法。
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【請求項９】
上記金属元素含有化合物または上記有機金属化合物が、金属塩であることを特徴とする請
求項６乃至８のいずれか１項に記載の非水電解液二次電池用電極板の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　即ち、本発明は、
（１）集電体と、上記集電体の表面の少なくとも一部に形成される電極活物質層とを備え
る非水電解液二次電池用電極板であって、上記電極活物質層が、電極活物質粒子、結着物
質、および導電材とは区別される炭素成分を含有しており、上記結着物質が、アルカリ金
属イオン挿入脱離反応を示さない結晶性の金属酸化物であることを特徴とする非水電解液
二次電池用電極板、
（２）上記電極活物質層中に、導電材が含有されていることを特徴とする上記（１）に記
載の非水電解液二次電池用電極板、
（３）上記金属酸化物が、Ｎａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、
Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｇａ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、Ｍｏ、Ｔｃ
、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ａｇ、Ｃｄ、Ｉｎ、およびＳｎからなる群より選択されるいずれか
１種の金属元素を含む金属酸化物、または上記群より選択される２種以上の金属元素を含
む複合金属酸化物であることを特徴とする上記（１）または（２）に記載の非水電解液二
次電池用電極板、
（４）上記電極活物質粒子の粒子径が１１μｍ以下であることを特徴とする上記（１）乃
至（３）のいずれか１つに記載の非水電解液二次電池用電極板、
（５）正極板と、負極板と、上記正極板と上記負極板との間に設けられるセパレータと、
非水溶媒を含む電解液とを少なくとも備えた非水電解液二次電池であって、上記正極板お
よび／または負極板が、上記（１）乃至（４）のいずれか１つに記載の非水電解液二次電
池用電極板であることを特徴とする非水電解液二次電池、
（６）電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための金属元素含有化合
物と、上記金属元素含有化合物の溶媒と、導電材とは区別される炭素成分を付与可能であ
る有機物とが少なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体上の少なくとも一部
に塗布して塗膜を形成する塗布工程と、上記塗布工程後に実施される加熱工程であって、
上記塗膜を加熱して溶媒を蒸発させるとともに、上記金属元素含有化合物を熱分解して金
属酸化物を生成することによって、上記集電体上に金属酸化物と上記電極活物質粒子とを
含有する電極活物質層を形成する加熱工程とを含み、上記加熱工程において生成される金
属酸化物が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さない金属酸化物となるよう、上記塗
布工程に用いられる上記金属元素含有化合物を予め選択し、且つ、上記加熱工程における
加熱温度を、上記金属元素含有化合物の熱分解開始温度以上であって、上記加熱工程にお
いて生成される金属酸化物の結晶化温度以上であり、且つ上記有機物由来の炭素が電極活
物質層中に導電材とは区別される炭素成分として残存可能とする温度とすることを特徴と
する非水電解液二次電池用電極板の製造方法、
（７）電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための有機金属化合物と
、上記有機金属化合物の溶媒とが少なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体
上の少なくとも一部に塗布して塗膜を形成する塗布工程と、上記塗布工程後に実施される
加熱工程であって、上記塗膜を加熱して溶媒を蒸発させるとともに、上記有機金属化合物
を熱分解して金属酸化物を生成することによって、上記集電体上に金属酸化物と上記電極
活物質粒子とを含有する電極活物質層を形成する加熱工程とを含み、上記加熱工程におい
て生成される金属酸化物が、アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さない金属酸化物とな
るよう、上記塗布工程に用いられる上記有機金属化合物を予め選択し、且つ、上記加熱工
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程における加熱温度を、上記有機金属化合物の熱分解開始温度以上であって、上記加熱工
程において生成される金属酸化物の結晶化温度以上であり、且つ上記有機金属化合物由来
の炭素が電極活物質層中に導電材とは区別される炭素成分として残存可能とする温度とす
ることを特徴とする非水電解液二次電池用電極板の製造方法、
（８）電極活物質粒子と、結着物質である金属酸化物を生成するための有機金属化合物と
、上記有機金属化合物の溶媒と、導電材とは区別される炭素成分を付与可能である有機物
とが少なくとも含有される電極活物質層形成溶液を、集電体上の少なくとも一部に塗布し
て塗膜を形成する塗布工程と、上記塗布工程後に実施される加熱工程であって、上記塗膜
を加熱して溶媒を蒸発させるとともに、上記有機金属化合物を熱分解して金属酸化物を生
成することによって、上記集電体上に金属酸化物と上記電極活物質粒子とを含有する電極
活物質層を形成する加熱工程とを含み、上記加熱工程において生成される金属酸化物が、
アルカリ金属イオン挿入脱離反応を示さない金属酸化物となるよう、上記塗布工程に用い
られる上記有機金属化合物を予め選択し、且つ、上記加熱工程における加熱温度を、上記
有機金属化合物の熱分解開始温度以上であって、上記加熱工程において生成される金属酸
化物の結晶化温度以上であり、且つ少なくとも上記有機金属化合物または上記有機物由来
の炭素が電極活物質層中に導電材とは区別される炭素成分として残存可能とする温度とす
ることを特徴とする非水電解液二次電池用電極板の製造方法、
（９）上記金属元素含有化合物または上記有機金属化合物が、金属塩であることを特徴と
する上記（６）乃至（８）のいずれか１つに記載の非水電解液二次電池用電極板の製造方
法、
を要旨とするものである。
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